
　　


大阪府遊泳場条例の改正について（喫煙による危険防止規定の追加）





全国的な動き（喫煙の禁止）


受動喫煙防止


喫煙者の健康被害防止


（３）第三者への危険防止（火傷等）


○他府県の状況（先行事例）


神奈川県海水浴場等に関する条例（神奈川県）


（２）禁煙及びゴミ等のポイ捨て禁止条例（白浜町白良浜、神戸市須磨海岸等）








改正のｐｏｉｎｔ


遊泳場内の原則禁煙


（喫煙場所の設置による分煙）


利用者への規制（モラル向上による対応）





改正の背景











大阪府の遊泳場に関する規定（改正）





H23.6.1施行








○　パブリックコメントの実施





○　改正条例案の作成





○　政策法務会議





○　２月議会への上程











利用者（努力義務）


【禁煙】


①何人も喫煙場所以外では喫煙してはならない。


【その他主な禁止行為】


（海水浴場）


②モーターボート、水上バイク等の乗り入れ禁止


③水中銃、もり等の持込みの禁止


④砂浜等への自動車の乗り入れの禁止


⑤その他他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼす行為の禁止


（プール）


⑥遊泳水槽の水を汚染するおそれのある物の持ち込み禁止


⑦ガラス瓶等破損により危害を及ぼすおそれのある容器を


使用しての飲食の禁止


⑧その他他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼす行為の禁止





大阪府の遊泳場に関する主な規定（現行）





　　　　　　　　　　


目的：公衆衛生の向上、安全の確保





【開設場所の基準】


○衛生上、安全上支障ない場所


○海水の水質基準


【施設・設備基準】


○飲用水供給設備、シャワー設備、管理事務所等


【開設者が講ずべき措置】


○事故防止のため、次の事項の禁止を利用者に周知


徹底するための措置を講ずること。


モーターボート、水上バイク等の乗り入れ、持込み


水中銃、もり等の持込み


自動車、原動機付自転車の乗り入れ


他人に危害又は迷惑を及ぼす行為　　　





海水浴場





プール








【構造設備の基準】


○消毒設備、浄化設備


○排水口の二重構造等


【開設者が講ずべき措置】


○水質基準適合、定期検査等


○遊泳水槽の水を汚染するおそれのある物の持ち込み禁止


○ガラス瓶等破損により危害を及ぼすおそれのある


容器を使用しての飲食の禁止





開設者


【喫煙場所の設置】


○必要数の喫煙場所を設けることができる。


（喫煙場所の設置要件）


・たばこの吸殻を入れる容器の備え付け


・利用者が明確に識別できるよう区画又は区分


・他の利用者の安全の確保に配慮された場所


【講ずべき措置】


喫煙場所以外の場所で喫煙しないよう利用者に


周知徹底するための措置を講じる。








平成23年度








緊急雇用創出事業


各海水浴場へ啓発巡回等を実施


（H23.6.1～H23.8.31）





○啓発活動


ポスターの掲示、のぼりの設置、啓発物品の配布など





○府の広報媒体による啓発





普及啓発事業





禁煙の実効性を担保する上での検討





○ボランティア、海岸・公園関係者によるキャンペーン等





○ＪＴから灰皿等の啓発物品の提供





改正の目的





多くの子どもたちや家族連れなどが水着のまま活動する遊泳場（海水浴場及びプール）において、危険防止の観点から、禁煙（分煙）化対策を講じる。








